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発行責任者 伊藤　政敏

第１試合場　お互いの礼

第１試合場　支部対抗決勝戦 審判員

居合道 錬士（１１月１８日）

楠本 健太（３６：鹿行） 千葉 伸樹（５２：取手）

江川 浩士（６８：石岡） 古川 幹雄（７２：取手）

居合道 七段（１１月27日）

奨励賞　中学生 ３名

庄司 眞一（７６：水戸） 藤田 和弘（８５：古河）

居合道 六段（１１月27日）

本田　勉　（６７：水戸） 藤本 敏子（７５：日立）

金澤 廣善（８１：水戸） 岩間 正典（８１：常陸太田）

　
第
二
回
支
部
対
抗
大
会
並
び

に
高
段
者
演
武
大
会
は

、
十
一

月
二
十
日
 

ひ
た
ち
な
か
市
総

合
体
育
館
で

、
四
段
以
下
選
手

二
十
チ
ー
ム
・
五
九
名

、
そ
し

て
五
段
以
上
の
高
段
者
演
武
四

五
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
大
会
は
令
和
二
年
四
月

に
小
林
忠
雄
前
部
長
の
指
示
で

活
動
を
開
始
し
た
未
来
検
討
会

か
ら
提
案
が
あ

っ
た
企
画
で
し

た

、
そ
れ
を
平
野
政
弘
部
長
が

引
継
ぎ
平
成
三
年
第
一
回
の
大

会
を
行
い
ま
し
た

。

　
受
付
と
同
時
に
組
み
合
わ
せ

抽
選
を
し
て
も
ら
い
第
一
試
合

場
と
第
二
試
合
場
に
て
山
﨑
明

正
審
判
長
の
合
図
で
熱
戦
の
火

ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た

。

　
先
鋒
の
二
段
以
下
の
指
定
技

は
全
剣
連
居
合
一
・
三
・
七
・

八
・
九
と
昨
年
の
一
～
五
に
比

べ
る
と
難
易
度
が
高
い
技
で
あ

り
ま
し
た
が
選
手
は
見
事
に
抜

い
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

。
更

に
は
中
堅
・
大
将
の
ポ
ジ
シ

ョ

ン
に
二
段
の
選
手
が
七
名
も
選

出
さ
れ
て
い
ま
す

、
三
段
・
四

段
と
互
角
の
戦
い
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た

。
居
合
道
を
始
め

て
一
年
か
ら
三
年
位
の
選
手
の

試
合
を
頼
も
し
く
思

っ
た
と
の

声
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す

。

こ
の
こ
と
は
後
進
の
育
成
に
対

す
る
支
部
の
指
導
者
の
熱
意
の

表
れ
と
感
じ
て
お
り
ま
す

。

居合道部未来検討会広報Gr

令和 4年12月 2日（金）

令
和
四
年
十
一
月
全
剣
連
中
央
審
査
会

（
東
京

）
合
格
者

第
二
回
茨
城
県
居
合
道
支
部
対
抗
大
会
並
び
に
高
段
者
演
武
大
会

選
手
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
精

進
を
期
待
し
ま
す

。

　
演
武
に
つ
い
て
は
県
大
会
等

は
二
列
で
の
演
武
で
す
が

、
こ

の
大
会
は
一
列
で
演
武
を
行
な

い
ま
す

、
五
段
か
ら
八
段
迄
各

段
複
数
回
に
分
け
演
武
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。
演
武
の
先
生

に
は

、
審
判
員
そ
し
て
会
場
係

員
の
重
責
を
お
願
い
し

、
大
会

運
営
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た

。
お
陰
様
で
盛
会
の
う

ち
に
終
了
致
し
ま
し
た

、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。
引
き

続
き
行
い
ま
す
の
で

、
各
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
年
同
様

変
わ
ら
な
い
ご
協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

居合道部だより
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高段者演武－１ 高段者演武－２

高段者演武－３ 高段者演武ー４

支部対抗戦 優勝　守谷　A 支部対抗戦 準優勝　古河　A

支部対抗戦 三位　土浦　B 支部対抗戦 三位　古河　B


